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４章 河川維持工 

４．１ 堤防除草工 

 

 １．適用 

河川堤防及び高水敷等の除草、集草、梱包、積込・荷卸及び運搬に適用する。 

芝育成を目的とした芝堤除草（芝刈）、芝養生（抜取り）、薬剤散布は含まない。 

 

 ２．数量算出項目 

除草、集草、梱包、積込・荷卸、運搬（堤防除草）、除草，集草（人力），梱包，積込・荷卸（

総合）、除草，集草（機械），梱包，積込・荷卸（総合）の数量を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、施工箇所、除草機種、飛散防止措置、集草機種、機種、運搬機械、梱包の有無、 

ＤＩＤ区間の有無、運搬距離（片道）とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

   区 分 

 

 

項 目 

BIM/

CIM

モデ

ル 

属 性 情 報 

施工

箇所 

除

草

機

種 

飛散 

防止 

措置 

集

草 

機

種 

機

種 

運

搬 

機

械 

梱包

の 

有無 

DID 
区間

の 

有無 

運搬 

距離 

(片

道) 

単 

位 

数

量 

備

考 

除草 Ｂ ○ ○ ○ × × × × × × ｍ２   

集草 Ｂ ○ × × 〇 × × × × × ｍ２   

梱包 Ｂ × × × × × × × × × ｍ２   

積込・荷卸 Ｂ × × × × 〇 × × × × ｍ２   

運搬 

（堤防除
草） 

Ｂ × × × × × ○ 〇 ○ 〇 ｍ２   

除 草， 集草 

(人力 )，梱 

包， 積込・

荷卸(総合) 

Ｂ ○ ○ 〇 × × ○ ○ × × ｍ２   

除 草， 集草 

(機械 )，梱 

包， 積込・

荷卸(総合) 

Ｂ ○ ○ × × × ○ ○ × × ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．除草面積を作業内容（除草、集草、梱包、積込・荷卸）ごとに区分して算出する。 

    なお、運搬が必要な場合、運搬経路に応じて、運搬距離を算出する。 

  ２．施工箇所毎に工法を区分して算出する。 

  ３．運搬距離は片道であり，往路と復路が異なる場合は，平均値とする。 
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（２）除草機種による区分 

除草機種   大型自走式（ロングリーチ式）   
   

遠隔操縦式（刈幅１８５ｃｍ）    
   

遠隔操縦式（刈幅１２０ｃｍ）    
   

ハンドガイド式（刈幅１５０ｃｍ）    
   

肩掛式（カッタ径２５５ｍｍ）    
   

人力   
   

   
 
 （３）飛散防止措置による区分 

飛散防止措置   有り   
   

無し    
 
 （４）集草機種による区分 

集草機種   遠隔操縦式（集草幅１８０ｃｍ）   
   

遠隔操縦式（集草幅１６０ｃｍ）    
   

ハンドガイド式（集草幅２００ｃｍ）    
   

人力    

 

 （５）積込・荷卸における機種による区分 

機種   ダンプトラック（オンロード・ディーゼル・２ｔ積級）（梱包無し）   
   

ダンプトラック（オンロード・ディーゼル・２ｔ積級）（梱包有り）    
   

パッカー車（回転式・積載容量８ｍ３）    
 
 （６）運搬機械による区分 

機種   ダンプトラック（オンロード・ディーゼル・２ｔ積級）   
   

パッカー車（回転式・積載容量８ｍ３）    
 
 （７）梱包の有無による区分 

梱包の有無   梱包有り   
   

梱包無し    
 
 （８）ＤＩＤ区間の有無による区分 

ＤＩＤ区間の有無   無し   
   

有り    
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 ４．数量算出方法 

数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」による。 

 

 

 ５．参考図 

 （１）標準施工フローは下図のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）工法選定フローは下図のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機
械
搬
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機
械
搬
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除
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機
械
搬
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機
械
搬
出 

集

草 

機
械
搬
入 

機
械
搬
出 

梱

包 

積 

込 
荷 

卸 

処

分 

運

搬 

以
上(

水
平
ま
で) 

出
来
な
い 

肩 掛 式 
遠 隔 操 縦 式  
(刈幅 185 ㎝) 

大 型 自 走 式  
(ロングリーチ式) 

遠 隔 操 縦 式  
(刈幅 120 ㎝) 

ハンドガイド式 人 力 

法面に 
河川構造物，障 

害物が頻繁にあり肩掛 
式を使用して 

は危険 

天端，法尻 
より除草可能でロン 
グリーチ式のＵターン 

箇所(幅3.3ｍ) 

普及度， 
保有状況より 
ロングリーチ式 

を使用 

法面に 
河川構造物，障害 

物が頻繁にありハンド 
ガイド式を使用し 

ては危険 

法勾配 
1：1.9 

法勾配 
1：1.5 

普及度，保有 
状況より遠隔操 
縦式(刈幅185㎝) 

を使用 

法勾配 
1：1.4 

工法の選定 

未満 

出
来
る 

出
来
る 

以
上 

未
満 

未
満 

出
来
な
い 以

上 

な
い 

あ
る 

出
来
る 

あ
る 

ない 

出来ない 

あ
る 

な
い 

普及度，保有 
状況より遠隔操 
縦式(刈幅120㎝) 

を使用 
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４．２ 堤防芝養生工 

 

 １．適用 

主に芝の繁茂している河川堤防及び高水敷等において、芝育成を目的とした芝養生工のうち、

施肥工、抜根工、集草・積込運搬に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

抜根、施肥の面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、作業区分とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

     区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 
属性情報 

作業区分 単位 数量 備考 

伐 根 Ｂ ○ ｍ２   

施 肥 Ｂ × ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．危険物、空き缶、流木、石等の除去は、塵芥処理等で別途考慮する。 

２．積込運搬は、運搬距離１５ｋｍ（片道）以下に適用し、１５ｋｍ（片道）を超える場

合は別途考慮する。 

３．化学肥料の散布量が３００～１，０００ｋｇ／１０，０００ｍ２の場合に適用し、こ

れにより難い場合については別途考慮する。 

 
（２）伐根の作業区分 

伐根   抜根＋集草＋積込運搬   
   

抜根＋集草    
   

抜根のみ    
   集草のみ    
   積込運搬のみ    

 

関連数量算出項目 

項目 
BIM/CIM

モデル 
属 性 情 報 

単位 数量 備考 

処分費 Ｄ ｍ３  必要な場合別途計上 

塵芥処理工 Ｂ ｍ２  
「 第 ２ 編 ( 河 川 ・砂 防 編 )４．５塵芥処理工」参

照 

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

   

４．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」による。 
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４．３ 伐木除根工 

 １．適用 

 河川堤防、高水敷又は中州等に繁茂している樹木の伐木又は竹の伐竹を行う伐木除根工のう

ち、伐木又は伐竹、除根、整地、集積、現場内小運搬、積込み、現場外搬出に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 伐木・伐竹（伐木除根）、除根（伐木除根）、整地（伐木除根）、集積積込み（機械施 

工）（伐木除根）、集積（人力施工）（伐木除根）、積込み（人力施工）（伐木除根）、 

運搬（伐木除根）、伐木・伐竹（複合）の面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、樹木・竹の区分 樹木密集度、除根作業の有無、積込条件、ＤＩＤ区間の有無、運

搬距離、集積積込み作業の区分とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  
  ①伐木・伐竹（伐木除根） 

    区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属性情報 

樹木・竹の区分 

樹木密集度 
単位 数量 備考 

伐木・伐竹 
（伐木除根） 

Ｂ ○ ｍ２   

除根 
(伐木除根） 

Ｂ × ｍ２   

整地 
(伐木除根） 

Ｂ × ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．刈草及び伐木・伐竹の集積は含まない。 

  ２．除根した根の集積は含まない。 

 
  ②集積積込み（機械施工）（伐木除根） 

    区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 
属性情報 

除根作業の有無 単位 数量 備考 

集積積込み 
（機械施工） 
（伐木除根） 

Ｂ ○ ｍ２   

    BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
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  ③集積積込み（人力施工）（伐木除根） 

項 目 
BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

単位 数量 備考 

集積 
（人力施工） 
（伐木除根） 

Ｂ ｍ２   

積込み 
（人力施工） 
（伐木除根） 

Ｂ ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）現場外搬出時の積込作業は含まない。 

 
  ④運搬（伐木除根） 

    区 分 

項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

積込

条件 

除根作業の

有無 
ＤＩＤ区

間の有無 
運搬距離 

単

位 

数 

量 

備 

考 

運搬 

(伐木除根） 
Ｄ 〇 〇 〇 〇 ｍ３   

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

  ⑤伐木・伐竹（複合）（伐木、除根、整地、集積積込までの一連の作業を含む） 

    区 分 

項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

樹木・竹の

区分樹木密

集度 

除根作

業の有

無 

集積積込み

作業の区分 
単位 数 量 備 考 

伐木･伐竹 
(複合） 

Ｂ 〇 〇 〇 ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 
  （２）樹木・竹の区分 樹木密集度による区分 

樹木・竹の区分 樹木密集度   伐木（人力施工：粗）（１０本/１００ｍ２未満）   
   伐木（人力施工：中） 

（１０本/１００ｍ２以上５０本/１００ｍ２未満） 
   

  
伐木（人力施工：密）（５０本/１００ｍ２以上）    

   
伐木（機械施工）    

   
伐竹    

 
（３）除根作業の有無による区分 

除根作業の有無   有り   
   

無し    
 

（４）積込条件による区分 

（除根作業が必要（有り）な場合は、機械施工となる） 

積込条件   人力施工   
   

機械施工    
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（５）除根作業の有無による区分 

    （積込条件が機械施工の場合のみ） 

除根作業の有無   有り   
   

無し    
 

（６）ＤＩＤ区間の有無による区分 

ＤＩＤ区間の有無   無し   
   

有り    

 

関連数量算出項目 

項 目 
BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

単位 数量 備考 

処分費 Ｄ ｍ３  必要な場合別途計上 

   BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

４．数量算出方法  

  数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

（１）除根（伐木除根）、整地（伐木除根）、集積積込み（機械施工）（伐木除根）、集積（人力

施工）（伐木除根）、積込み（人力施工）（伐木除根）の対象面積は、伐木、伐竹（伐木除

根）面積と同面積とする。 

（２）運搬（伐木除根）の運搬距離は片道であり、往路と復路が異なる場合は平均値とし、自動車

専用道路を利用する場合には別途考慮する。 
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４．４ 塵芥処理工 

 

 １．適用 

 河川堤防、高水敷又は中州等の陸上部にある塵芥の収集・集積、積込み、現場外搬出に適用

する。 

 

 ２．数量算出項目 

散在塵芥の収集面積、堆積塵芥の収集体積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、作業区分、塵芥の種類、ＤＩＤ区間の有無、運搬距離とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

項 目 
BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

作業 

区分 

塵芥
の 

種類 

ＤＩＤ

区間の

有無 

運搬

距離 

ﾀﾞﾝﾌﾟ 

ﾄﾗｯｸ 

持込･ 

貸与 

単位 数 量 
備 

考 

散在塵芥収集 Ｂ ○ × ○ ○ ○ ｍ２   

堆積塵芥収集 

（機械処理） 
Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ３   

堆積塵芥収集 

（人力処理） 
Ｂ ○ ○ ○ ○ 〇 ｍ３   

    BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

 （２）項目分類 

塵芥量が１ｍ３／１０００ｍ２程度以下の場合は、散在塵芥収集とし、それ以上の場合は、堆積

塵芥収集を標準とする。 

 

 （３）作業区分 

作業区分は、以下のとおりとする。 

作業区分   収集・集積・積込みのみ 
  

   収集・集積・積込み・運搬 
   
  運搬のみ 
   

 

 （４）塵芥の種類区分 

堆積塵芥の種類による区分は、以下のとおりとする。 

塵芥の種類   木片、空缶、枯草等のかさ高物や軽量物 
  

   コンクリート塊等の重量物 
   

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

 （１）運搬距離は片道であり、往路と復路が異なる場合は、平均値とする。 
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４．５ ボーリンググラウト工 

 

 １．適用 

 注入設備２セット施工により、河川構造物（樋管・樋門・水門・堤防等）周辺の止水、空洞

充填等を目的にセメントベントナイトを注入するボーリンググラウト工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 削孔、注入、注入設備据付・解体の数量を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、削孔工法、削孔長、土質係数（α）、注入工１ｍ３当り注入日数（Ｓ）、注入材料

の配合、セメントの種類とする。 

 

（１）数量算出項目及び区分一覧表 

   区 分 

 

項 目 

BIM/CI

M モデ

ル 

属性情報 

削孔 

工法 

削孔

長 

土質 

係数 

（α） 

注入工

１ｍ３

当り注

入日数

（Ｓ） 

注入 

材料

の 

配合 

セメ

ント

の種

類 

単位 
数

量 

備

考 

削孔 Ｂ ○ ○ ○ × × × 孔   

注入 Ｂ ○ × × 〇 〇 〇 ｍ３   

注入設備据付 
・解体 

Ｂ × × × × × × 回   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．工法による区分は、以下を参考とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．削孔径はロッド工法がφ４６ｍｍ、パッカー工法がφ５２ｍｍ（２インチ）を標準と

する。 

３．注入設備２セット分の回数とする。 

 

（２）削孔工法による区分 

削孔工法   ロッド工法   
   

パッカー工法    
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（３）削孔長による区分 

（削孔工法がロッド工法の場合） 

削孔長   １.０ｍ 以上２.０ｍ 未満   
   

２.０ｍ 以上３.０ｍ 未満    
   

３.０ｍ 以上４.０ｍ 未満    
   ４.０ｍ 以上５.０ｍ 未満    
   ５.０ｍ 以上６.０ｍ 未満    
   ６.０ｍ 以上７.０ｍ 未満    
   ７.０ｍ 以上８.０ｍ 未満    
   ８.０ｍ 以上９.０ｍ 未満    
   ９.０ｍ 以上１０.０ｍ 未満    
   １０.０ｍ 以上１１.０ｍ 未満    
   １１.０ｍ 以上１２.０ｍ 未満    
   １２.０ｍ 以上１３.０ｍ 未満    
   １３.０ｍ 以上１４.０ｍ 未満    
   １４.０ｍ 以上１５.０ｍ 未満    
   １５.０ｍ 以上１６.０ｍ 未満    

 

（４）削孔長による区分 

（削孔工法がパッカー工法の場合） 

削孔長   ０.２ｍ 未満   
   

０.２ｍ 以上０.４ｍ 未満    
   

０.４ｍ 以上０.６ｍ 未満    
   ０.６ｍ 以上０.８ｍ 未満    
   ０.８ｍ 以上１.０ｍ 未満    
   １.０ｍ 以上１.２ｍ 未満    
   １.２ｍ 以上１.４ｍ 未満    
   １.４ｍ 以上１.６ｍ 未満    
   １.６ｍ 以上１.８ｍ 未満    
   １.８ｍ 以上２.０ｍ 未満    
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（５）土質係数（α）による区分 

（工法がロッド工法の場合） 

 

土質係数   １.０   
   

１.１    
   

１.２    
   １.３    
   １.４    
   １.５    
   １.６    
   １.７    
   １.８    
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（６）注入工１ｍ３当り注入日数（Ｓ）による区分 

積算条件 
  

区分 
参考 

(注入日数から換算した 
１分間当り注入量） 

注入工１ｍ３当り注入日数（Ｓ）   ０.１０ 日 （１１.７～１２.０ℓ／min）   
   

０.１１ 日 （１０.７～１１.６ℓ／min）    
   

０.１２ 日(標準) （９.９～１０.６ℓ／min）    
   ０.１３ 日 （９.１～９.８ℓ／min）    
   ０.１４ 日 （８.５～９.０ℓ／min）    
   ０.１５ 日 （８.０～８.４ℓ／min）    
   ０.１６ 日 （７.５～７.９ℓ／min）    
   ０.１７ 日 （７.１～７.４ℓ／min）    
   ０.１８ 日 （６.７～７.０ℓ／min）    
   ０.１９ 日 （６.３～６.６ℓ／min）    
   ０.２０ 日 （６.０～６.２ℓ／min） 
   
   

０.２１ 日 （５.７～５.９ℓ／min）    
   

０.２２ 日 （５.５～５.６ℓ／min）    
   ０.２３ 日 （５.３～５.４ℓ／min）    
   ０.２４ 日 （５.１～５.２ℓ／min）    
   ０.２５ 日 （４.９～５.０ℓ／min）    
   ０.２６ 日 （４.７～４.８ℓ／min）    
   ０.２７ 日 （４.５～４.６ℓ／min）    
   ０.２８ 日 （４.３～４.４ℓ／min）    
   ０.２９ 日 （４.２ℓ／min）    
   ０.３０ 日 （４.１ℓ／min）    
   ０.３１ 日 （４.０ℓ／min）    

 

 

（７）注入材料の配合による区分 

注入材料の配合   軟練り配合   
   

中練り配合１    
   

中練り配合２    
   各種配合    

 

関連数量算出項目 

項目 
BIM/CIM 

モデル 
単位 数量 備考 

足場工 Ｂ 掛ｍ２  
「第１編（共通編）１１．４

足場工」参照 
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４．数量算出方法 

数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

（１）土質係数（α）は、掘削する土質毎の係数を下記のとおり加重平均して算出する。 

αは小数第２位を四捨五入し小数第１位とする。 

α＝ 
α１×Ｌ１＋α２×Ｌ２ 

Ｌ１＋Ｌ２ 

ここで、α１：砂質土及び粘性土の土質係数(＝１.０) 

α２：レキ質土の土質係数（＝２.５） 

Ｌ１：砂質土及び粘性土の総削孔長（ｍ） 

Ｌ２：レキ質土の総削孔長（ｍ） 

 

（２）標準の注入工１ｍ３当り注入日数（Ｓ）は、０.１２日（１分間当り注入量を０.０１ｍ３／ｍ

ｉｎ）とするが、1 分間当り注入量を試験注入等により、決定する場合は次式により算出す

る。 

Ｓは小数第３位を四捨五入し小数第２位とする。 

Ｓ＝１／（４０８ ×ｑ×２） 

ここで、ｑ：１分間当り注入量（ｍ３／ｍｉｎ） 

(１０ℓ／ｍｉｎ＝０.０１ｍ３／ｍｉｎ) 

 

（３）注入材料(セメントベントナイト)の配合は、以下を標準とする。 

１）軟練り配合 

 セメント ベントナイト 水 アルミ粉 繊維材 

質量比 １ ０.３ ２.３ １／５０００ － 

１ｍ３当り ３６６ｋｇ １１０ｋｇ ８４１ｋｇ ７４ｇ － 

（フロー値２５～３０秒） 

 

２）中練り配合１ 

配合１ セメント ベントナイト 水 アルミ粉 繊維材 

質量比 １ １ ４ １／５０００ ０.０５ 

１ｍ３当り ２０８ｋｇ ２０８ｋｇ ８３２ｋｇ ４２ｇ １０．４ｋｇ 

（スランプ２３ｃｍ） 

３）中練り配合２ 

配合2 セメント ベントナイト 水 アルミ粉 繊維材 

質量比 １ １ ３.５ １／５０００ － 

１ｍ３当り ２３８ｋｇ ２３８ｋｇ ８３２ｋｇ ４８ｇ － 

（スランプ２３ｃｍ） 

 

（４）注入材料の配合を標準の配合以外とする場合には、以下の各種材料の規格及び数量単位を参

考に、配合１ｍ３当りの数量を算出する。 

 

注入材料１ｍ３当り配合 

 

 

 

 

 

 

材 料 名 規  格 数量単位 

セメント 高炉Ｂ ２５ｋｇ袋入 ｋｇ 

ベントナイト ２５ｋｇ／袋 ２００メッシュ ｋｇ 

水  ｋｇ 

アルミ粉 起泡剤 アルミ粉 ｇ 

繊維材  ｋｇ 
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４．６ 木杭打工 

 

 １．適用 

河川における多自然型護岸工の施工で、杭長3.5ｍ以下の木杭の打込みに適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

木杭打の数量を算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、規格とする。 

 

 （１）数量算出項目一覧表 

項 目 
BIM/CIM 

モデル 
属性情報 

規格 単位 数量 備考 

木杭打 Ｂ 〇 本   

    BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

 ４．数量算出方法 

数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」による。 
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４．７ 袋詰玉石工 

 

１．適用 

袋材（袋規格２ｔ用及び３ｔ用）に詰石（５０ｍｍ～３００ｍｍ程度の玉石、割栗石、コン

クリート殻）したものを現地で製作し、築堤・護岸の根固め・床固めとして据付ける場合に適

用する。なお、積み方法は、平積み、乱積み及び多段積みとする。 

 

２．数量算出項目 

区分は、袋材規格、施工条件、中詰材とする。 

 

（１）数量算出項目一覧表 

   区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

袋材規格 施工条件 中詰材 単位 備考 

袋詰玉石 Ｂ 〇 〇 〇 袋  

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

（２）袋材規格 

袋材規格による区分は下記のとおりとする。 

①２ｔ用 

②３ｔ用 

 

（３）施工条件 

施工条件による区分は下記のとおりとする。（３ｔ用は除く） 

① 据付深さ４ｍ以下及び作業半径５ｍ以内 

② 据付深さ４ｍを超え９ｍ以下又は作業半径５ｍを超え１８ｍ以下 

 

（４）中詰材 

中詰材による区分は下記のとおりとする。 

①購入材 

②流用又は採取材 
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４．８ 笠コンクリートブロック据付工 

 

 １．適用 

 矢板護岸工に使用する１．１ｔ未満のプレキャスト笠コンクリートブロックの据付に適用す

る。 

 

 ２．数量算出項目 

 笠コンクリートブロックの延長、中詰コンクリートの体積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、中詰コンクリート型枠の有無、中詰コンクリート規格、中詰コンクリート１００ｍ

当り設計量とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

 

区 分 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

笠ｺﾝｸﾘｰﾄ 
ﾌﾞﾛｯｸ規格 

中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 
型枠の有無 

中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 
規格 

中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 
100ｍ当り 
設計量 

単位 数量 備考 

笠ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ Ａ ○ ○ ○ ○ ｍ   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）基礎砕石の敷均し厚は、１０㎝以下を標準とし、材料の種別・規格を問わない。 

 

 （２）規格区分 

１）笠コンクリートブロック 

規格には、笠コンクリートブロック１個当りの寸法を記載する。 

注）１００ｍ当りのブロック個数も算出すること。 

 

２）中詰コンクリート 

使用するコンクリートの規格を記載する。 

注）１００ｍ当りの設計量（ｍ３）も算出すること。 
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４．９ グラウトホール工 

 

 １．適用 

河川における樋門・樋管のグラウトホールの施工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

沈下板設置・グラウト管設置、グラウト管、均しコンクリート箱抜用型枠設置撤去・間詰コ

ンクリート打設の数量を算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、規格とする。 

 

 （１）数量算出項目一覧表 

区 分 

項 目 
BIM/CIM 

モデル 
属性情報 

規格 単位 数量 備考 

沈下板設置・グラウト管
設置 

Ｂ × 組   

グラウト管（材料費） Ｂ 〇 組   

均しコンクリート箱抜用
型枠設置撤去・ 
間詰コンクリート打設 

Ｂ × 組   

    BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
    注）グラウト管の１組とは、沈下板及びグラウト管とする。 

 

 ４．数量算出方法 

数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」による。 

 


